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平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
賛
否
討
論

経
常
収
支
比
率

本

市

の

状

況

は

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
平
成
26
年
度
は
、
市
税
な
ど
の
増

収
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
社
会
保
障

経
費
を
初
め
と
す
る
経
常
的
経
費
の

増
加
な
ど
が
予
想
さ
れ
、
持
続
可
能

な
財
政
構
造
の
確
立
を
目
指
す
予
算

編
成
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
消
費
税
率
引
き

上
げ
分
の
税
収
は
社
会
保
障
費
に
充

て
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
地
方
消
費

税
交
付
金
の
増
額
分
を
生
活
の
保
障

や
子
育
て
施
策
の
充
実
に
向
け
る
と

い
う
明
確
な
考
え
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
開
設
20
周
年
を
迎
え
た

女
性
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

女
性
の
貧
困
や
格
差
の
問
題
に
関
す

る
取
組
の
予
算
化
が
必
要
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
反

対
す
る
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
団

　
平
成
26
年
度
は
、
消
費
税
の
増
税

な
ど
で
国
民
の
暮
ら
し
と
経
済
が
打

撃
を
受
け
る
一
方
、
安
倍
内
閣
は
大

企
業
へ
の
減
税
や
大
型
公
共
事
業
の

推
進
を
行
っ
て
き
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
基

金
の
取
り
崩
し
を
見
送
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
優
れ
て
い
た
独
自
施
策

を
縮
小
し
た
ほ
か
、
大
規
模
施
設
の

建
設
や
公
共
施
設
の
統
廃
合
、
手
数

料
の
見
直
し
な
ど
も
行
っ
た
。
そ
の

た
め
、
本
決
算
の
特
徴
は
、
行
政
改

革
と
い
う
名
の
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
と

市
民
の
負
担
増
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
地
方
自
治
の
目
的
で
あ
る
住
民
の

福
祉
増
進
や
住
民
自
治
の
市
政
運
営

に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
市
民
の
暮

ら
し
に
寄
り
添
っ
た
市
政
運
営
へ
の

転
換
を
求
め
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

府
中
市
議
会
公
明
党

　
平
成
26
年
度
は
、
市
制
施
行
60
周

年
で
あ
り
、
今
後
の
市
の
方
向
性
を

示
す
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
転
換
の
年

で
あ
っ
た
と
確
信
し
て
い
る
。

　
年
度
当
初
は
厳
し
い
財
政
状
況
で

あ
っ
た
が
、
市
税
収
入
や
地
方
消
費

税
交
付
金
の
増
な
ど
に
よ
り
基
金
の

繰
入
れ
を
見
送
る
な
ど
、
堅
実
で
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
た
。

　
施
策
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
や
第
２
次
健
康

ふ
ち
ゅ
う
21
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
計
画
、
地
域
防
災
計
画
等
が
策
定

さ
れ
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
え

の
基
本
設
計
の
着
手
も
行
わ
れ
た
。

　
市
民
の
生
活
実
態
に
裏
付
け
ら
れ

た
政
策
立
案
を
積
み
重
ね
、
市
の
活

性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
誓
い
、
本

決
算
に
賛
成
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　
平
成
26
年
度
は
、
第
６
次
府
中
市

総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
初
年
度

で
あ
り
、
市
制
施
行
60
周
年
と
い
う

節
目
の
年
で
あ
っ
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
景
気
の
回
復

を
受
け
、
市
民
税
収
入
が
当
初
予
算

を
上
回
り
、
市
税
の
現
年
度
課
税
分

収
納
率
も
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
私
立
保
育
所

の
整
備
や
郷
土
の
森
博
物
館
常
設
展

示
室
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
小
・

中
学
校
の
校
舎
内
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な

ど
が
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
は
他
自
治
体

に
先
駆
け
て
着
手
さ
れ
て
い
る
。

　
市
民
協
働
に
よ
り
、
安
全
・
安

心
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
た
め
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
を
評

価
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　▲美術館でのワークショップの様子

（
２
・
３
面
）

平
成
26
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
状
況
か
ら
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
　
本
市
の
個
人
市
民
税

に
つ
い
て
、
収
納
率
が
改
善

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
な
状
況
か
聞
き
た
い
。

納
税
課
長
　
本
市
で
は
、
平

成
26
年
１
月
に
市
税
及
び
国

民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
向

上
基
本
計
画
を
定
め
て
い
る
。

　
同
計
画
で
は
、
現
年
課
税

分
の
徴
収
強
化
、
滞
納
繰
越

分
の
徴
収
強
化
・
圧
縮
、
納

付
環
境
の
整
備
の
３
つ
の
柱
を
掲
げ
て
収
納

率
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
だ
が
、
そ
の
効
果
と
し
て
、
納
付
改
善
が

進
ん
で
い
る
ほ
か
、
滞
納
繰
越
を
繰
り
返
さ

な
い
状
況
が
少
し
ず
つ
整
っ
て
い
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。

　
な
お
、
現
年
収
納
率
に
つ
い
て
、
本
市
は

99
・
１
％
で
都
内
26
市
中
13
位
で
あ
っ
た
。

１
位
は
国
立
市
、
狛
江
市
、
稲
城
市
の
３
市

で
99
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、
26
市
全
体
が

健
闘
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

委
員
　
平
成
26
年

度
に
行
わ
れ
た
文

化
セ
ン
タ
ー
あ
り

方
検
討
協
議
会
の

協
議
内
容
を
聞
き

た
い
。

　
ま
た
、
同
協
議

会
か
ら
の
報
告
を

受
け
、
市
で
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。

市
民
活
動
支
援
課
長
　
協
議
内
容

は
、
公
民
館
、
児
童
館
、
高
齢
者

福
祉
館
の
機
能
の
役
割
や
管
理
運

営
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

文
化
セ
ン
タ
ー
が
地
域
で
ど
の
よ

う
な
役
割
を
持
つ
か
な
ど
の
検
討

も
行
っ
た
。

　
対
応
に
つ
い
て
は
、
世
代
間
交

流
を
図
る
目
的
と
し
て
の
施
設
利

用
や
使
用
料
の
見
直
し
な
ど
、
報

告
書
に
基
づ
い
た
検
討
を
し
て
い

く
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
の
考
え
方
を
合
わ
せ
た
上
で
、

市
の
方
針
を
決
め
て
い
き
た
い
。

委
員
　
郷
土
の
森
観
光
物
産
館
の

物
販
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
、
来
場

者
が
増
加
し
た
要
因
を
聞
き
た
い
。

　
ま
た
、
閑
散
期
に
お
い
て
、
物

産
館
の
イ
ベ
ン
ト
を
更
に
充
実
さ

せ
る
考
え
は
。

経
済
観
光
課
長
補
佐
　
物
販
コ
ー

ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
買
い
物
を
目

的
に
来
場
す
る
方
が
増
え
た
こ
と

に
加
え
、
年
間
を
通
し
て
商
品
数

が
豊
富
に
な
っ
て
き
た
こ
と
や
府

中
産
野
菜
の
新
鮮
さ
な
ど
が
認
知

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
要
因
と
考
え

て
い
る
。

経
済
観
光
課
長
　
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
物
産
館
独
自
の
企
画
や

市
民
、
関
係
機
関
が
実
施
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
誘
致
な
ど
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
多
く
の
方
に

訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
観
光
協
会

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

委
員
　
本
市
の
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
、

目
標
で
あ
る
80
％
の
実
現
は
難
し
い
と
し
て

い
た
が
、
平
成
26
年
度
の
状
況
を
聞
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
方
債
現
在
高
と
債
務
負
担
行
為

額
か
ら
積
立
金
現
在
高
を
差
し
引
い
て
算
出

す
る
将
来
財
政
負
担
額
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

財
政
課
長
　
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
、
前

年
度
繰
越
金
の
増
な
ど
で
基
金
か
ら
の
財
源

補
填
は
解
消
し
て
い
る
。
更
に
、
景
気
回
復

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
税
や
前
年
度

交
付
金
の
増
に
よ
る
歳
入
構
造
の
変
化
も
見

ら
れ
、
そ
の
結
果
、
経
常
収
支
比
率
が
85
・
６

％
と
な
り
、
目
標
の
80
％
台
を
維
持
で
き
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
将
来
財
政
負
担
額
は
、
２
４
９
億

５
４
４
５
万
８
０
０
０
円
で
市
民
１
人
当
た

り
９
万
８
０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
都
内

26
市
中
４
番
目
に
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

委
員
　
市
美
術
館
で
夏
休
み
期
間

中
に
開
催
さ
れ
た
企
画
展
の
入
場

者
数
は
。
ま
た
、
子
ど
も
の
居
場

所
や
成
長
の
場
と
し
て
の
美
術
館

に
対
す
る
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

美
術
館
主
幹
　
夏
休
み
期
間
中
に

行
う
企
画
展
は
親
子
で
楽
し
め
る

も
の
と
し
て
浸
透
し
て
お
り
、
平

成
26
年
度
に
開
催
し
た
「
ガ
リ
バ

ー
の
大
冒
険
」
で
は
、
１
万
１
１

０
８
人
も
の
方
が
来
館
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
考
え
方
と
し
て
は
、
学

習
意
欲
や
才
能
、
美
意
識
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
美
術
館
を
基
本
姿

勢
と
し
て
、
市
立
小
中
学
校
美
術

委
員
　
中
等
度
難

聴
児
補
聴
器
購
入

費
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
対
象
者

を
18
歳
未
満
と
限

定
し
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
。

　
ま
た
、
18
歳
以

上
の
方
に
対
す
る

補
聴
器
の
購
入
助

成
は
あ
る
の
か
。

障
害
者
福
祉
課
長
補
佐
　
理
由
に

つ
い
て
は
、
言
語
能
力
の
習
得
や

生
活
能
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
な
ど
、
教
育
の
観

点
か
ら
給
付
を
行
っ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。

　
18
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、

補
装
具
と
し
て
の
位
置
付
け
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
に
対

し
、
医
師
か
ら
の
診
断
書
を
基
に

都
と
協
議
し
た
上
で
購
入
額
を
給

付
し
て
い
る
。
な
お
、
収
入
状
況

に
よ
り
自
己
負
担
の
対
象
と
な
る

場
合
も
あ
る
。

観
賞
教
室
や
０
歳
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
「
は
じ
め
て
ア
ー
ト
」、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
教
育
普
及

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
幼
い
頃
か

ら
美
術
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

個 人 市 民 税

収 納 率 の 状 況 は

文化センターあり方検討協議会

報 告 を 受 け て の 対 応 は

中等度難聴児補聴器購入費

助成事業の対象者は

子
ど
も
の
成
長
の
場
と
し
て
の

美
術
館
に
対
す
る
考
え
方
は

郷

土

の

森

観

光

物

産

館

イ
ベ
ン
ト
を
充
実
さ
せ
る
考
え
は


